
 

 

 
 
 
 
 
 
 

２．芝川地域の概況及び関連計画の位置づけ 

 
２－１．芝川地域の概況  
２－２．関連計画の位置づけ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



 

2-1 
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 ２－１．芝川地域の概況 

 1) 位置・地勢 

 芝川地域は、平成 22 年に富士宮市に編入合併された旧芝川町の町域であり、北西

部は山梨県、南部は静岡市と接した、南北 20km の細長い地域である。 

 また、本地域は、富士山麓を取り巻く天子山山系の尾根に囲まれており、地域の約

80％を山林原野と河川が占め、居住地の多くが谷間を縫うように分散している。 

 地域内には国道 469 号線や JR 身延線が横断しており、県内外を結ぶ重要なルート

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 富士宮市の位置 

 
図 2-2 芝川地域の区域 

本市 
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 2) 人口の推移・高齢化率等の状況 

 芝川地域の人口の推移は図 2-3 のとおりである。国立社会保障人口問題研究所の将

来推計によると、芝川地域の総人口は平成 22 年以降も一貫して減少傾向にあると予

測されている。年齢構成別では、年少人口及び生産年齢人口は減少傾向である。一方、

老齢人口は平成 37 年までは増加傾向にあるが、その後は減少傾向に転ずるものと予

測されている。このような状況から、芝川地域においても少子高齢化が進展するもの

と予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査、国立社会保障人口問題研究所資料 

図 2-3 芝川地域の人口推移 
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 年齢別の人口割合の推移は図 2-4 のとおりである。老齢人口の割合は増え続け、平

成 22 年は、総人口における 4人に 1人が高齢者であるが、平成 47 年には 2人に 1人

が高齢者といった状況に近くなることが予測されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査、国立社会保障人口問題研究所資料   

図 2-4 芝川地域年齢別人口割合の推移 

 

表 2-1 芝川地域行政人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査、国立社会保障人口問題研究所資料 
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 また、芝川地域と旧富士宮市及び静岡県の高齢化率の推移の比較を図 2-5 に示す。 

 旧富士宮市及び静岡県の推移は同様の傾向を示している。一方、芝川地域について

は、平成 22 年から平成 37 年での高齢化率の上昇が著しく、平成 47 年では、旧富士

宮市や静岡県よりも 10％程度高齢化率が高いと予測されている。 

 なお、平成 22 年度における地区別の高齢化率の分布は図 2-6 のとおりであり、山

間地域である稲子地区及び内房地区では 30％を超え、高い割合となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国勢調査、国立社会保障人口問題研究所資料   

図 2-5 高齢化率の比較  
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図 2-6 地区別の高齢化率分布状況図  
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 3) １世帯当たり人員の推移 

 芝川地域の 1 世帯当たり人員の推移を図 2-7 に示す。全国的な傾向（H17 年国勢調

査：全国 1 世帯当たり人員 2.55 人）と比較して、平成 21 年度の 1世帯当たりの人員

は 3.13 人と多いものの、平成 11 年度以降、減少傾向にある。 

人口の将来推計から少子高齢化が進むことが予測されていることや、1 世帯当たり

人員の減少傾向を踏まえると、今後、芝川地域において、核家族化、高齢者の単独世

帯が増加することが予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：芝川町の統計   

図 2-7 1 世帯当たり人員の推移 

 

 4) 公共施設等の分布状況 

 芝川地域における公共施設等の分布状況を図2-8に示す。公共施設をはじめとする、

医療施設や金融機関等の身近な施設は芝川駅周辺と柚野地区に、それぞれ集約されて

いる。しかし、多くの施設は規模が小さく、機能を富士宮市街地に頼らざるを得ない

状況である。 

 また、芝川地域の北部に位置する「新稲子川温泉ユー・トリオ」は、市営温泉とし

て旧芝川町域外からも来客のある施設であるが、利用者は年々減少傾向にあり、平成

20 年度の利用者数は 7万人/年であった。 
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図 2-8 公共施設等の分布図 
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 5) 自家用車の保有台数 

 芝川地域の自動車保有台数の推移を図 2-9 に示す。平成 15 年度に 9,640 台でピー

クを迎え、以降は減少傾向にある。 

 平成 21年 4月 1日現在の芝川地域の 1世帯当たりの自家用乗用車保有数は 1.93 台

（静岡県：1.46 台）、自家用乗用車 1 台当たりの人口は 1.63 人（静岡県：1.84 人）

と、県内 1位の比率となっており、自家用乗用車に依存している実状が伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：統計センターしずおか   

図 2-9 自動車保有台数推移  
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 ２－２．関連計画の位置づけ 

 「富士宮市芝川地域公共交通総合連携計画」を策定するに当たって考慮すべき関連

計画における公共交通に関する位置づけを整理する。 

 1) 第 4 次富士宮市総合計画（平成 18 年度～平成 27 年度） 

 「第 4次富士宮市総合計画」は、日本一元気な自立した都市を創造するための目的

志向型の戦略計画として、まちづくりの基本方向を示すものである。平成 27 年度を

目標年次とし、平成 17 年度に策定された。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「快適でにぎわいとふれあいのあるまちづくり」 

１．道路交通体系の確立 

●国土幹線・広域幹線道路の整備 

●●都市計画道路の整備  

 

２．公共交通機関の整備 

●●富士地域の広域的な振興・発展を図るため、新幹線新富士駅と

在来線との接続について、DMV※等の調査・研究を進めるとと

もに、関係機関に要請する。 

●●市民のニーズに合わせ、バス路線の維持等について検討する。 

※DMV：デュアル・モード・ビークル（Dual Mode Vehicle）の略。道路とレール

の両方を自在に行き来し走行できる新しい乗り物。 

基本目標： 富士山の自然に抱かれた やさしく元気なまち 

【基本目標】 

１．富士山の自然と産業が調和した元気なまちづくり 

２．やさしい心で進める健康と福祉のまちづくり 

３．健全な心と体をはぐくみ人が輝くまちづくり 

４．快適でにぎわいのあるまちづくり 

５．コミュニティ豊かな安全・安心まちづくり 

６．市民協働と自立したまちづくり 

【基本方針】 

 広域交通の円滑化を図るため、第二東名自動車道、国道 469 号（富士南

麓道路）等の建設促進を国・県に要請するとともに、総合的な交通体系の

確立を目指し、都市計画道路の整備を進める。また、新幹線新富士駅と在

来線との接続について関係機関に要請するなど、公共交通機関の整備に努

める。 

交通体系が整った便利なまち 
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 2) 富士宮市・芝川町合併協定書（平成 21 年 8 月） 

富士宮市・芝川町合併協議会において、合併協定項目すべてについて協議が整った

ことを確認するために、富士宮市長と芝川町長が調印するものである。芝川バスに関

する協議結果は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 
 3) 富士宮市・芝川町合併基本計画（平成 21 年 9 月） 

 富士宮市と芝川町の都市基盤を融合し、それぞれの地域の整備を総合的かつ効果的

に推進し、円滑な運営の確保及び均衡ある発展を図るため、市町村の合併の特例等に

関する法律（合併新法）に基づき、新市のまちづくりの基本方針を定めている。計画

の期間は、合併時（平成 22 年 3 月）から平成 27 年度までの 6年間である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[交通関係事業の取扱い] 

 交通関係事業の取扱いについては、富士宮市の制度に統一する。ただし、

町営バス事業については、平成 22 年度までは現行のとおりとし、平成 23 年

度に再編する。 

【※既存計画との関係】 

 新市においては、「第 4 次富士宮市総合計画」がまちづくりの最上位計画とな

るが、新たに加わる芝川地域(芝川町)の内容を網羅していないことから、本計画

が「第 4次富士宮市総合計画」を補完し、芝川地域の総合計画の役割を担うもの

と位置付けている。 

 

 合併後の芝川地域においても、「第 4次富士宮市総合計画」に則った施策を同様に

展開することを基本とし、まちづくりの基本理念「食」「交流」「共生」及びその役

割を踏まえ、元気で活力あるまちづくりを一体的に展開する。 

 

【施策】 【主な事業】 

道路交通体系の確立 

公共交通機関の整備 

都市計画道路整備事業 

生活交通確保対策事業 

【重点プロジェクト】 

 芝川地域におけるまちづくりの 3 つの基本理念「食」「交流」「共生」に掲げる

施策を、重点的、優先的に取り組む必要性の高いもの（重点プロジェクト）とし

て位置づける。 

⇒交流拠点として活気あふれるまちづくり【交流】 

 幹線道路の整備、企業誘致の推進、公共交通機関の確保、観光ルートの構築

新市（芝川地域）の施策・事業 
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 4) 富士宮市地域公共交通総合連携計画（平成 22 年 1 月） 

市内の公共交通の利用者をはじめ、交通事業者、道路管理者、公安委員会、学識経

験者などで構成する「地域公共交通活性化再生会議」が、身近で利用しやすい持続可

能な公共交通の実現を図ることを目的とし、策定した。 

 

①基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②交通体系の基本構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近で利用しやすい持続可能な公共交通の実現 

【基本方針】 

１．誰もが利用できる公共交通網の充実 

２．高齢者をはじめ、地域住民の足となる公共交通体系の整備 

３．財政負担を抑えた公共交通の仕組みづくり 

４．公共交通の利用環境の向上 

５．市民・交通事業者・行政の適切な役割分担による、持続可能な交通

体系の実現 

■基本構想における考え方■ 

①民間のバス路線を交通体系の

軸とする 

②「宮バス」※1 により公共交通

の利便性向上を図る 

③「宮タク」※2 によりきめ細か

な公共交通サービスの提供を

図る 

※1、※2： 

宮バス、宮タクの概要は次頁以降

に示す。 

図-基本構想図



 

2-12 
 

芝川地域の概況及び関連計画の位置づけ ２

 

 

 

 

 

参考-1：「宮バス」パンフレット（表） 
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 参考-2：「宮バス」パンフレット（裏） 
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参考-3：「宮タク」パンフレット（表） 
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参考-4：「宮タク」パンフレット（裏）【山宮エリア版】 




